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概要  

ScholarOne 製品チームはセキュリティ、パフォーマンス、ユーザーエクスペリエンスの 

継続的な改善に積極的に取り組んでいます。以下では、このリリースにおけるプラット 

フォームとツールの主な改善、不具合の修正と最適化について説明します。   
 
また、デフォルトの構成値に関する情報と各機能の構成手順も示します。新機能の中に
は、管理者または ScholarOne の担当者が有効にしなければ使用できない機能もあります。
許可や構成に関するご質問は、発行者チームまたは ScholarOne にお問い合わせください。   
 
ワークフローの変更は影響するすべてのユーザーに伝えてください。   
 
本リリースに記載された事項についてご不明な点がございましたら、ScholarOne 製品サ 

ポート（s1help@clarivate.com）までお問い合わせください。   
 

 

内容 

1. STM 出版基準に沿った新しいピアレビュー分類 

2. Reviewer Recommender ツール（概念実証）  

3. Web of Science 査読者検索結果用の国フィルター 

4. ユーザーのデモグラフィック情報のための Cognos レポート 

5. 査読者リストのページネーションの更新  

6. Cookie 同意バナーと Cookie の設定管理 

7. S3 へのバッチエクスポートのデポジット 

8. 論文ヘッダー内の「投稿からの経過時間」の調整（分数と秒数を含むように） 

9. 新しい E-Mail タグ: ##TASK_DECISION_AUTHOR## 

10. 新しい E-Mail テンプレート: スタブの拡張付与 

11. Publons のブランド名変更（進行中） 

12. 論文転送時にも保持される寄稿者ロール分類（CRediT）論文情報  

13. 新しい構成オプション:  査読完了時の未投稿防止 

14. 通知サービス:  著者の依頼取り消し、著者のアサイン解除、スタブの期限変更 

15. OA 著者の公開方法選択に関する Cognos レポート 

16. 主な問題と機能の最適化 

17. ScholarOne ですでに利用できる機能 

18. ScholarOne の今後の予定 
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2023 年第 1 四半期リリース更新 
 

1. STM 出版基準に沿った新しいピアレビュー分類  
 

STM 出版基準で定められた最新のピアレビュー分類に従い、ScholarOne 内の言葉遣
いを修正しました。S1M の標準領域で、これまで「ブラインド法（blinding）」と
表示されていた部分を、差別的表現を避けるため、「匿名化（anonymized）」と表
示するように変更しました。  
 
ユーザー 

 
 

  
 

詳細と構成: 

国際理工医学出版社協会（STM）は、ピアレビューにおける定義と用語の特定お 

よび標準化の必要性を認識しています。発行者間で使用されるピアレビュー分類に
よって、記事や雑誌のピアレビュープロセスの透明性が向上し、コミュニティが異
なる雑誌間でピアレビューをより的確に評価・比較できるようになるだけでなく、
研究結果が関連雑誌に掲載されることで確実に適切な読者の目に触れるようになり
ます。 
 

例： 

 
 

著者 査読者 編集者 管理者 

必要なアクション  

ScholarOne の標準領域ではデフォルトで適用されます。E-Mail テンプレートや手順
など、お客様が所有するコンテンツを含む領域では、追加の設定が必要になる場合
があります。  
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上のスクリーンショットには、設定ステップの [ブラインド法/矛盾] が表示されて
います。この言葉遣いが更新されて [匿名化/矛盾] に変更され、以下のように表示
されるようになる予定です。 

 

 
 

備考: 更新されるのは、エラーメッセージ、構成センターの項目、ツールチップな
ど、S1M の標準領域のみです。E-Mail テンプレート、カスタム質問、手順、および
リソースの言葉遣いを更新するには、ScholarOne サポートにチケットを提出してく
ださい。必要に応じて、自社の雑誌を手作業で更新することもできます。  

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

 

 

2. Reviewer Recommender ツール（概念実証）  
 

2022 年 10 月にリリースされた検索技術のアップグレードを活用して、新しいタイ
プの査読者検索ツールを作成しました。ScholarOne Reviewer Recommender は、 

キーワードなどの標準的なアカウントデータだけでなく、査読依頼や採択されな 

かった論文の投稿レビューなど、ScholarOneに特化したユーザーの過去の査読活動
に基づいて、関連する査読者を提案します。 
 
重要事項: Reviewer Recommender ツールは概念実証の段階にあり、ご要望に応じ
て本番環境でのユーザーテストに利用することができます。このツールは、 

リリースのロールアウト時にデフォルトで有効になることはありません。 
 
お客様/お客様の雑誌がこのテスト段階への参加を希望される場合は、担当のカ
スタマーサクセスマネージャーを介して、またはサポートチケットをオープンす
ることで、ご連絡ください。  
 
 
ユーザー 

 
編集者 管理者 
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詳細と構成: 

Reviewer Recommender ツールは、ワンクリックで検索できる機能で、編集者や管
理者がこれを利用して論文の査読者候補のリストを受け取ることができます。 
 
このツールは、ScholarOne 固有のデータを検索し、関連する可能性のあるレコード
を検索することで、査読者候補のリストを作成するものです。ScholarOne 固有の 

データとは、査読者検索で使用するデータセットとは別のもので、査読依頼履歴
（当該ユーザーが以前に関連論文の査読を依頼されたことはあるか）、査読投稿履
歴（当該ユーザーが関連する受理済み論文に対して査読を投稿したが、却下された
か WoS に記録されていないか）といった情報を含んでいます。Recommender ツー
ルは、このデータと標準的なアカウントデータ（キーワードなど）を使用して、 

査読者検索プロセスで有用と思われる関連するユーザーレコードを提案します。
Recommender ツールは、対象の雑誌に固有のデータのみを使用します（共有ポー

必要なアクション  

デフォルトで無効になっています。新しい Reviewer Recommender ツールは概念実
証中の機能であり、ScholarOne はユーザー参加テストを予定しています。参加を希
望される場合は、機能を有効にすることができます。  
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タルの場合を除き、Recommender ツールはポータル内のすべての雑誌のデータを
使用します）。 
 
このツールは概念実証段階にあり、ScholarOne はその実現可能性を判断し、出力の
妥当性をテストするために、エンドユーザーからの意見を必要としています。 

リリース当初、Recommender ツールはデフォルトで無効になっていますが、今後
数か月の間に、一部のサイトに展開し、その取り込みとパフォーマンスをテスト 

する予定です。テストへの参加を希望する雑誌は、担当のカスタマーサクセスマ 

ネージャーを介して、またはサポートチケットをオープンすることで、ご連絡くだ
さい。 
  
 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

 

3. Web of Science 査読者検索結果用の国フィルター  

 

ScholarOne/Web of Science 査読者検索の統合にフィルターを追加して、特定の国か
らの検索結果を包含または除外できるようにしました。  

ユーザー: 

 
 

 
 

詳細と構成 

Web of Science 査読者検索の Web インターフェースでは、エンドユーザーが検索結
果を出身国別にフィルタリングすることができます。このたび、ScholarOne サイト
のバックエンドで起動できる機能を追加し、ScholarOne との統合により、特定の国
ごとに結果を絞り込むことができるようになりました。これは、母国語を話す査読
者に結果を絞り込みたい雑誌に最適な機能です。 

このフィルターは UI から起動することはできません。ご希望の国別フィルターを
起動するには、サポートチームにお問い合わせください。 

 

 

編集者 管理者 

必要なアクション  

デフォルトでは利用できません。いくつかの構成パラメーターが必要です。
ScholarOne サポートにご連絡ください。  

5 



 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
 
 
4. ユーザーのデモグラフィック情報のための Cognos レポート  
 
標準的なデモグラフィック質問でユーザーのデモグラフィック情報を収集している
発行者/雑誌向けに、2 つの新しいレポートを追加しました。  

• 雑誌レベルのレポート 

o 特定の雑誌の匿名化されたユーザーデータをユーザー単位で表示 

する 

• ポータルレベルのレポート 

o ポータルに属するすべての雑誌（通常は単一の発行者）について匿
名化されたユーザーデータを集計する 

 
ユーザー: 

  
 

 
 

詳細と構成 

雑誌レベルのレポート:  Y 軸にユーザー（「回答者 1」「回答者 2」など）のリス
ト、X 軸にデモグラフィック質問に対する回答が表示され、各列は回答値を表し 

ます。 

ポータルレベルのレポート:  Y 軸に当該のポータルに属する雑誌のリストが表示さ
れます。X 軸には、受け取った回答の数が表示されます。たとえば、雑誌 1 では
「男性」の回答が 836、「女性」の回答が 927、「黒人」の回答が 623 ... のように
表示されます。  

ポータルレベルレポートは、ブラウザウィンドウで使用する場合、すべての報告 

データへのハイパーリンクがあり、回答の詳細を確認することもできます。この詳
細表示の形式は雑誌レベルのレポートと同じ形式ですが、選択したデータポイント
についてのみ表示されます。たとえば、836 人の「男性」を示すハイパーリンクを
クリックすると、男性回答者のリストがポップアップし、他のデモグラフィック質

編集者 管理者 

必要なアクション  
要求に応じてご利用いただけます。アクセス方法については、担当のカスタマー 

サクセスマネージャーに問い合わせるか、サポートチケットをオープンしてくだ 

さい。 
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問に対する彼らの回答が表示されます。ここでも、個人を特定できる情報は表示さ
れません。各レコードは、「回答者 1」、「回答者 2」... 等として表示されます。 

アクセス方法:  機密性の高いユーザーデータを保護するために、デフォルトでは 

ユーザーがレポートにアクセスできないようになっています。発行者/雑誌の管理
者には、必要に応じて権限を付与する必要があります。担当のカスタマーサクセス
マネージャーに連絡するか、ScholarOne の通常の担当者を介して、許可を取得する
ことができます。許可申請の有効性を確認するために、必要に応じて審査が行われ
ます。 

権限が付与されると、雑誌レベルのレポートは、管理者ダッシュボードの「ユー 

ザーアカウントレポート」から利用できるようになります。ポータルレベルのレ 

ポートは、レポートダッシュボードで利用できます。 

 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

 
 

5. 査読者リストのページネーションの更新  
 

ユーザーとお客様からのフィードバックを受けて、査読者リストのページ区切りを
柔軟に行えるようにしました。 

2022 年第 4 四半期のリリースでは、タイムアウトエラーの頻発を防いで大規模な
リストを管理しやすくするために、査読者リストの人数が 10 人を超えた場合に自
動的にページを区切る機能が導入されました。  

ユーザーからのフィードバックによって、この解決策は柔軟性に欠けることが判明
しました。そこで、ワークフローの効率を最大化し、大規模な査読者リストに関連
するシステムタイムアウトをより緩和するために、この領域でいくつかの改良がリ
リースされる予定です。 

• 査読者リストをステータス別に並べ替えられるようになりました。 

• [管理者ツール] > [サイト設定]（管理者ダッシュボード）に新しい設定を追
加しました。 

o 査読者リストのページネーションをオン/オフする機能 

o ページネーションがオンの場合、管理者は 1 ページに表示する査読
者の数を設定できる 

• [全員に依頼] ボタンで、すべてのページのすべての査読者に対して依頼を
トリガーできるようになりました。 
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• 新たに追加された査読者は最後のページに表示されます（ページネーショ
ンがオンの場合）。 

 

ユーザー: 

 

 
 

詳細と構成: 

• 査読者リストをステータス別に以下の順で並べ替えられるようになりま 

した。 

 
 

編集者 管理者 

必要なアクション  
デフォルトで使用可能です。構成は不要です。 
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• 管理者ダッシュボードの [サイト設定] に新しい構成オプションが追加さ
れ、査読者リストのページネーション設定を必要に応じて調整できるよう
になりました。 

 

• [全員に依頼] ボタンで、すべてのページのすべての査読者に対して依頼を
トリガーできるようになりました（以前のページネーション機能では単一
ページのすべての査読者にしか依頼できませんでした）。 

• 査読者リストのページネーションがオンになっている場合、新たに追加さ
れた査読者は最後のページに追加されます。 

 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

 
 
6. Cookie 同意バナーと Cookie の設定管理 
 

ScholarOne の Cookie の設定管理を実装しました。  

 

ユーザー 

 
 

 
 

 

 

著者 査読者 編集者 管理者 

必要なアクション  

デフォルトで使用可能です。構成は不要です。 
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詳細と構成 

ユーザーが ScholarOne のページを訪問すると Cookie 同意バナーが表示され、
Cookie の利用に同意するかどうかを選択しなければならなくなりました。 

 

また、ユーザーが ScholarOne のフッターにある [cookie の設定を管理する] を選択
することで、Cookie 設定をいつでも更新できるようになりました。 

 
 

 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

 

 

 

7. S3 へのバッチエクスポートのデポジット 

 

バッチ設定に新しい場所、Amazon S3 バケットを追加しました。 

 

ユーザー: 

 

 
 

詳細と構成 

Amazon S3（Simple Storage Service）は、Amazon Web Services（AWS）が提供するク
ラウドベースのオブジェクトストレージサービスです。Amazon S3 は、ファイル、
画像、動画などのオブジェクトに対してスケーラブルなストレージを提供し、高い

管理者 

必要なアクション  

要求に応じてご利用いただけます。アクセス方法については、担当のカスタマー 

サクセスマネージャーに問い合わせるか、サポートチケットをオープンしてくだ 

さい。 
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可用性と耐久性を持つように設計されています。S3 バケットは、とは、Amazon S3 

サービス内でオブジェクトを保存するためのコンテナです。バケットはオブジェク
トを整理・管理するために使用され、固有のバケット名とリージョンによって識
別されます。 

 

 
 

 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

 

 

 

8. 論文ヘッダー内の「投稿からの経過時間」の調整（分数と秒数
を含むように） 

論文ヘッダーの「投稿からの経過時間」エリアを更新し、秒単位まで表示されるよ
うにしました。 

 

 
 

編集者 管理者 
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詳細と構成 

ページの上部にあるタイマーは、投稿からの経過時間を秒単位まで記録し、ページ
が読み込まれるとタイマーが更新されます。このタイマーがページ上でリアルタイ
ムで時を刻むことはありません。 

 

 
 

 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

 

 

9. 新しい E-Mail タグ: ##TASK_DECISION_AUTHOR## 

著者に対して表示されるように設定された決定名を取得する新しい E-Mail タグを追
加しました。 

 
 

 

詳細と構成 

[E-Mail テンプレート] > [文書タスクフィールド] に、##TASK_DECISION_AUTHOR## タ
グが「この著者について採否のテキストが表示されるように設定されています」と
いう説明付きで追加されました。 

このタグは、[タスク構成] > [評価/決定] または [決定タスク] > [決定テキスト] > [著
者] で設定された値を取得します。 

 

必要なアクション  

デフォルトで使用可能です。構成は不要です。 

編集者 管理者 

必要なアクション  

デフォルトで使用可能です。構成は不要です。 
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----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

 

 

10. 新しい E-Mail テンプレート: スタブの拡張付与 

招待投稿のワークフローに、スタブの拡張を著者に通知するための新しい E-Mail  

テンプレートが追加されました。 
 

 
 

詳細と構成 

 

この E-Mail は、[E-Mail テンプレート] > [システム E-Mail] > [依頼著者宛の E-Mail] に
あります。この E-Mail は、著者リストのアカウント詳細から著者に対して拡張が許
可された場合にトリガーされます。 

 

 

編集者 管理者 
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##著者_提出期限## タグは、テンプレートに使用します。 

 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

 

 

 

11. Publons のブランド名変更（進行中） 
 
ブランド名「Publons」が記載されている箇所を「Clarivate/査読者検索」で置き換
える作業を継続的に実施します。 
 

 
 

 
 

詳細と構成 

Publons のアイコンは以下の場所で置き換えられました。 
 

-  査読者検索の検索結果 

 

編集者 管理者 

必要なアクション  

デフォルトで使用可能です。構成は不要です。 
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- 査読者センター 

 

 
 
 
リリース後、追加のブランド名変更を行うスクリプトが以下の領域で実行され 

ます。 

• 標準的な Publons のオプトイン質問 

• 査読センターダッシュボード内の [Publons での認知の受理] の用語変更 

• 認知の受理質問に対する投稿済み査読のプルーフ回答 

• 透明性の高いピアレビューの標準カスタム質問 
 
 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
 
 
 

12. 論文転送時にも保持される寄稿者ロール分類（CRediT）論文
情報 
転送機能を更新し、元の投稿で提供された CRediT 寄稿が、論文が別の雑誌に転送
された場合も継承されるようにしました。 
 

 
 

 
 

CRediT 情報は、論文の各著者について、投稿時に任意または必須として取得され 

ます。さらに、「寄稿度」は、CRediT の各ロールの選択により、任意または必須と
することができます。 
 

編集者 管理者 

必要なアクション  

CRediT 寄稿分類を収集するように設定されたサイトでは、デフォルトで使用可能 

です。 
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CRediT 寄稿には、寄稿者ロールと寄稿度を含めることができます。 
 

 
 
転送元の雑誌と受信側の雑誌が両方とも CRediT 寄稿分類を収集するように設定さ
れている場合、「転送元」の雑誌で論文にこの情報が存在していれば、その情報が
受信側の雑誌の「転送先」の草稿に自動入力されます。 
 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
 
 
 

13. 新しい構成オプション: 査読完了時の未投稿防止 
査読が完了した論文の未投稿を防ぐために、[論文詳細] 構成ステップに新しい構成
オプションを追加しました。 
 

 
 

編集者 管理者 
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詳細と構成 

 

このオプションは、構成センターの [論文詳細] ステップで設定できます。 
 

 
 

この新しい構成オプションがオンになっていて、破棄されていないスコアタスクが
存在する場合、[ファイル管理] タブに以下のメッセージが表示されます。 
 

 
 
 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
 
 
 

14. 通知サービス: 著者の依頼取り消し、著者のアサイン解除、 

スタブの期限変更 
 
招待投稿ワークフロー内のイベントに対する新しいシステムイベント通知を追加
しました。 
 
ユーザー: 

 
 

 
 

• 著者の依頼取り消し:  この通知は [システムイベント] の下に設定され、 

招待投稿の著者への依頼が取り消された場合にトリガーされます。 
 

必要なアクション  
構成へのアクセス権を持つユーザーが利用できます。アクセス権がない場合は、担
当のカスタマーサクセスマネージャーに問い合わせるか、サポートチケットをオー
プンしてください。 

開発者 

必要なアクション  

統合センターへのアクセス権を持つユーザーが利用できます。アクセス権がない場
合は、担当のカスタマーサクセスマネージャーに問い合わせるか、サポートチケッ
トをオープンしてください。 
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• 著者のアサイン解除:  この通知は [システムイベント] の下に設定され、招待
投稿の著者へのアサインが解除された場合にトリガーされます。 

 

 
 

• スタブの期限変更:  この通知は [システムイベント] の下に設定され、スタ
ブ、すなわち招待投稿の期限が変更された場合にトリガーされます。この
通知には新しい期限が含まれます。 
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----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
 
 
 

15. OA 著者の公開方法選択に関する Cognos レポート  
 

オープンアクセス（OA）と著者選択質問への回答に関連した新しいデータフィー
ルドが Cognos に追加され、どれが完全にオープンアクセスで、どれが従来の公開
方法（APC）なのかを発行者が追跡できるようにしました。  

ユーザー:  

 
  

 
 

 

詳細と構成 

これらのデータフィールドは以下の場所にあります。 

 

a) [カスタムレポートの作成] 

     [論文ステータスと詳細レポート] 

 [投稿の概略] 

編集者 管理者 

必要なアクション。  

デフォルトで使用可能です。構成は不要です。 
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b) [カスタムレポートの作成] 

     [ピアレビュー詳細レポート] 

 [提出] 
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----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

 

 

16. 主な問題修正と機能の最適化 

 

• Ithenticate エラーメッセージ  

o 未処理の iThenticate エラーコードメッセージに関連する問題で、盗用検
査が保留状態でスタックする問題を解決しました。  

 
• FTP から SFTP へのアップグレード 

o エクスポートサーバーを FTP から SFTP に更新しました。  

o 自動バッチエクスポートと手動エクスポートの間に一貫性がない問題を
解決しました。  
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• 投稿の統合 

o EPS ファイルが PDF プルーフで正しく描画されるようにする問題を解決
しました。  

 
• 論文の投稿 

o 論文の修正で、Latex ファイルが HTML プルーフと PDF プルーフで表示
されない問題を解決しました。  

o 論文投稿時に画像ファイルが PDF に変換されない問題を解決しました。  
 

• Funder Registry 
o FundRef RDF レジストリファイルのアップロードで、<broader> タグを含
む FundRef エントリが取り込まれない問題を解決しました。   

o FundRef データの処理に一貫性がない問題を解決しました。  
 

• ユーザーアカウント 

o Web Services - API getPersonInfoFull で非アクティブなユーザーアカウント
の結果が返されなくなりました。  

o ユーザーのアカウントに情報の欠落がないのにエラーメッセージ「プロ
ファイルを更新する必要があります」が表示される問題を解決しま 

した。 

o 査読者検索 - 査読者検索リストから E-Mail アドレスのない人物を追加す
る場合の問題を解決しました。 

 

 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

 

 

17. ScholarOne ですでに利用できる機能 

アップグレードされた検索エンジンを使用した重複投稿チェックツールが、テスト
段階を完了して利用可能になりました。   

興味のある方は、担当のカスタマーサクセスマネージャーに詳細をお問い合わせく
ださい。  

 

 

備考: ScholarOne で
は、リリースとリ 

リースの間に数多く
のパッチやホット 

フィックスを配布
し、ユーザーにプ 

ラットフォームの継
続的な改善を提供し
ています。これらの
多くは、プロセスを
最適化するために内
部のチームが行って
いるもので、ワーク
フローには影響しま
せん。これらの変更
についてご質問があ
る場合は、サポート
にお問い合わせくだ
さい。 
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----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

 

 

18. ScholarOne の今後の予定 

Web of Science を介した ScholarOne の統合ログイン 

来年、ScholarOne は Web of Science の ID プロバイダー（1P）と統合され、
ScholarOne ユーザーにシングルログインを提供する予定です。 

• ScholarOne ユーザーは、Web of Science（1P）アカウントを作成するか既存
の 1P アカウントを使用して、S1M アカウントをその 1P アカウントにリン
クすることができます。 

• アカウントがリンクされると、1P の資格情報を使ってログインするだけ
で、S1 アカウントにもアクセスできるようになります。 

• 複数のサイトや発行者に対するすべての ScholarOne アカウントを単一の 

Web of Science アカウントにリンクすることができます。つまり、
ScholarOne ユーザーは 1 組の資格情報で自身のすべての ScholarOne アカ 

ウントにアクセスできるようになります。 

ScholarOne は、今後数か月の間に、段階的なロールアウトを通じて、雑誌サイトで 

[Web of Science を使用してログイン] オプションを有効にし、S1M エンドユーザー
に SSO（シングルサインオン）ソリューションを提供する予定です。このログイン
は、他のソーシャルログイン（Google や Facebook など）と同様で、Web of Science

のフリーミアムアカウントを認証ポイントとして使用します。 
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このログイン方式はオプションとして提供され、Web of Science のアカウントを新
規に登録することも、既存のアカウントでログインすることもできます。その後、
認証プロセスでは、既存の S1M アカウントを検証し、リンクするようユーザーに
促します。この操作は、ユーザーが ScholarOne アカウントを持っているサイトな
らどのサイトでも実行できます。 

備考: これは、ScholarOne の認証プロセスを単一の統合アカウントに完全に移行す
るための段階的計画の第一段階です。計画とタイムラインの詳細については、担当
のカスタマーサクセスマネージャーか、ScholarOne の通常の担当者にお問い合わせ
ください。 
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クラリベイトについて 

Clarivate™は、イノベーションを加速する
信頼性の高い知見や分析を提供する、世
界的リーディングカンパニーです。当社
の使命は、新しいアイデアから人生を変
えるような発明を生む時間を短縮するた
めの、実用的な情報とインサイトを提供
することにより、お客様が抱える難題を
解決できるよう支援をすることです。サ
イエンスや知的財産の分野において、基
盤となる研究やアイデアから保護、そし
て商業化に至るまで、イノベーションの
ライフサイクル全体をカバーする深い専
門知識を備えたサブスクリプションおよ
びテクノロジーベースのソリューション
を提供しています。詳細については、
clarivate.com/ja をご覧ください。  

 

お問合せ: 

+1 215 386 0100（米国） 

+44 (0) 20 7433 4000（ヨーロッパ） 

clarivate.com/ja 

© 2022 ClarivateClarivate とそのロゴ、およびここで使用されている他のすべての商標は、それぞれの所有者の商標
であり、ライセンスに基づいて使用されています。 

https://clarivate.com/ja/
https://clarivate.com/ja/
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